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　We present a case of intracranial lipoma mimicking basilar artery dissection. Intracranial lipomas are 
rare congenital malformations. They tend to specific locations within the brain. Fat-saturated T1-
weighted image is helpful in differentiating lipoma from intramural hematoma of dissecting artery.
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図 1 　MRI T 2 強調像　橋脳に古い脳梗塞巣を認める。















強調像，T 2 強調像（図 3 ）にて高信号を呈する腫瘤性





図 3 　 MRI T 1 強調像（a），T 2 強調像（b）　脳底動脈に接
する高信号を呈する病変を認める。
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偽腔内の血腫の発生時期によってはT 1 強調像，T 2 強
調像にて脂肪腫と類似した信号強度となることがある。
　脂肪腫は腫瘤内部の豊富な成熟脂肪組織を反映して
T 1 強調像にて均一な高信号を呈する。従って，種々の
脂肪抑制法により信号の抑制が認められる。また，高速
スピンエコー法のT 2 強調像でも高信号を呈し，脳脊髄
液などの水組織と接する部位でchemical shift artifactを
伴う。本症例では脂肪抑制法を追加撮像することによ
り，腫瘤性病変の信号が抑制され，脂肪腫との診断が可
能性となった。なお，MRI検査にて脂肪抑制法が追加撮
像できなかった場合には，CTを撮像して脂肪の吸収値
を確認することで脂肪腫と診断することが可能である。
